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2012 メルマガ３月（８９号）  特集 地域を巻き込むイベントやツール 

     

地域全体を巻き込んだ「スポーツクラブを核とした地域づくり」 

    ～NPO 法人七瀬の里 Ｎクラブ（大分県大分市）のフォーラム～ 

 

１．地域課題の克服に向けて 

大分県大分市の野津原地区は、現在人口 4,800 人弱、高齢化率 40%超の少子高齢化先進地域

です。地域内に働く場所は無く、勤労世代のほとんどが大分市中心部へと働きに出ています。地

元で日常的にスポーツをする成人は少なく、少子化にともない小学校単位でのスポーツ活動は不

可能で、スポーツ活動への参加は送迎なしには成り立たないのが現状です。 

NPO 法人七瀬の里 N クラブ（以下、N クラブ）では、現在の課題に加えさらに増えると予想

される高齢者福祉の課題も克服し、すべての住民が「ゆりかごから墓場まで、Ｎスポで健康人生！」

を実現するため、各世代のスポーツ環境を充実させようと取り組んでいます。 

 

 現在、N クラブは 3 本柱を中心に活動しています。一つ目は子育て支援として、3 校の小学校

に体育活動コーディネーターを派遣し、体育の授業や行事の際のサポートを行っています。また、

放課後児童クラブにスポーツ指導員を派遣し、見守りとスポーツ指導などを行っています。 

二つ目は高齢者への支援として、週 2 回の送迎つき健康教室と、2 ヵ所の自治区公民館に指導

者を派遣する出前健康教室を開催しています。そして三つ目が、「野津原フォーラムの開催」です。 

 

２．「第１回夢あふれる野津原フォーラム」の開催と成果 

 これまで N クラブは、自分たちの領域（健康増進、青少年の健全育成、スポーツ振興）のみの

活動に力を入れ、地域内の他の業界の団体と連携することはありませんでした。しかし、人口の

少ない小さな地域では一つの業界や団体だけの頑張りでは限界があり、地域全体の発展が不可欠

です。 

そこで N クラブが主体となり、野津原の未来を語り合う「夢あふれる野津原フォーラム」を企

画し、平成 23 年 8 月、その実施組織として各分野（農業、高齢者福祉、観光振興、商工会、公

民館など）の団体代表者および有識者が集まり、「夢あふれる野津原実現会議」を発足させました。 

そして、平成 24 年 3 月「第 1 回夢あふれる野津原フォーラム」が開催され、講師には著名な

コミュニティデザイナー山崎亮氏をお招きしてパネルディスカッションを行いました。各種団体

の関係者を中心に、野津原住民の

120 名強の方が参加し大変有意義

な時間となりました。 

その成果としては 9 月、県民体育

大会の開会式会場において N クラ

ブが、フォーラムでその存在を知っ

た野津原商工会女性部「野ざくら舎」

の特産品「石畳もち」「石畳パレット」

を販売しました。また、野津原市民

センター周辺を活用し、地域内の団

体がコラボした「七瀬の里コンサー

トのつはる音楽祭」を開催しました。 

 

 

コミュニティデザイナーの山崎亮氏 
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３．「第２回夢あふれる野津原フォーラム」の開催と成果 

平成 24 年 12 月には「第 2 回夢あふれる野津原フォーラム」が開催されました。ここでは N

クラブが地域内に建設を予定しているクラブハウスと芝生グラウンド（約 2 万㎡規模）の実現に

向けて、をテーマとし、再度コミュニティデザイナー山崎亮氏をお招きし「公園建設と活性化方

法について」の講演を行いました。 

また、野津原地域内で活動する観光、農業、子育て、福祉の各分野から 4 名のパネラーに登壇

願い、パネルディスカッション形式で「観光・農業、子育て、高齢者福祉」の 3 つの視点で討論

しました。山崎氏より、世界中の公園づくりや活性化の事例、その後の運営を通じての地域の絆

づくりや人を呼び込むアイディアなどのお話があり、大変貴重な時間となりました。  

「夢あふれる野津原フォ

ーラム」の取り組みを通

して、多くの住民が地域

の魅力や資源に気付くと

ともに地域の発展の可能

性を感じたことは大きな

収穫でした。今後さらに

野津原ふれあい公園の実

現に向け地域が一体とな

り、夢あふれるふるさと

野津原にしていきたいと

思います。以下にその具

体的な内容をご報告しま

す。 

 
成果  
・2 回のフォーラムを通して多くの住民が参加し、地域内で活動する子育て、高齢者福祉、産業

振興を図る団体の活動を知ることができ、地域の課題について語り合うことにより「地域住民

が力を合わせて解決していく」機運を盛り上げることができました。 

・全国で大きな成果をあげている講師を迎えてのフォーラムだったので、たくさんのアイディア

をいただき、参加者全員が思いを共有することができました。 

・N クラブが建設を予定している通称「N スポランド」を多くの住民に知ってもらい、建設に向

けての機運を盛り上げることができました。 

・N クラブが、スポーツに限らず地域を支え盛り上げる存在であることが認知されるようになり

ました。 

 
４．今後の計画とアドバイス 
2013．第 3 回夢あふれる野津原フォーラムについて 

N クラブは、平成 25 年 12 月開催の「第 3 回夢あふれる野津原フォーラム」に向けて「夢あ

ふれるふれあい公園創り」の各部会の参加者を募集し、6 つの分科会で 12 月までに報告書をま

とめ、発表してもらう予定です。 

12 月には日本スポーツ振興センターに対して「クラブハウス整備事業、グラウンド芝生化事

業」への申請を予定しており、スポーツ振興はもとより、観光、農業、福祉などの各分野の振興

に活用できるようコミュニティをデザインしていきたいと考えています。 
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他クラブへのアドバイス 
「スポーツ」が持っている魅力は大きく、地域にとっても大きな資源となります。スポーツクラ

ブが中心となり、フォーラムを開催することで地域全体がまとまって発展していこうとする機運

を盛り上げることは、クラブにとっても大変有益だと思います。 

最初は小規模のフォーラムでも良いので、まずはスタートすることが地域全体を巻き込んでい

く取り組みに発展すると思います。 
 

  （森 慎一郎 NPO法人七瀬の里 Nクラブ ゼネラルマネジャー） 

 

 

 

【NPO 法人七瀬の里 Ｎクラブ プロフィール】 

１．設 立 年月日：平成16年4月29日  

経緯：当時の野津原町が大分県のモデル地区の指定を受け設立 
２．地 域  人口：約4,800人（平成25年2月現在）  

高齢化率 40%超の少子高齢化先進地域 
３．運 営 会員数：665名（平成25年2月現在）  

予算規模：3,800万円（うち1,800万円は文部科学省受託事業）（平成24年度） 

４．特 徴 ナイター付きの専用グラウンドを持ち、小中学生世代が会員の 40％強（うち中学生

が約 100 名）、九州大会レベルの選手も在籍するジュニアアスリートの育成型クラ

ブである。 
５．連絡先 〒870-1203 大分県大分市大字野津原800番地 TEL・FAX:０９７－５８８－１６６２ 

Email：nspo@w3.dion.ne.jp  URL：http://nspo.jp/ 


